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大正９年（1920）の麻布中学校の教師たち
当館蔵『第二十五回卒業記念写真帖』所載

前列左から　高木環　小林光　森六蔵　清水由松　江原素六　平井参　田畑梅次郎　多田綱輔
中列左から　瀧異　熊崎武良温　橋口毅　稲葉虓一　岩本堅一（素白）　相曽博　信山弥太郎
後列左から　小笠又蔵　竹田虎作　鈴木剛蔵　森八郎　山根藤七　法邑清蔵

平井参撰文「江原先生七十寿序」
当館蔵



江
原
素
六
が
校
長
だ
っ
た
東
洋
英
和
学
校
・
麻
布
中
学

校
で
、
長
く
漢
文
の
教
師
を
つ
と
め
た
平
井
参
（
旧
名
は

三
郎
、
号
は
魯
堂
、
一
八
五
八
～
一
九
四
五
）
と
い
う
人

物
が
い
る
。
そ
の
略
歴
は
、
大
野
虎
雄
『
沼
津
兵
学
校
附

属
小
学
校
』（
一
九
四
三
年
、
私
家
版
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
維
新
後
、
旧
幕
臣
青
柳
孝
徳
の
次
男
と
し
て
三
河
国

横
須
賀
（
現
西
尾
市
）
に
移
住
し
た
が
、
後
に
沼
津
に
転

住
し
て
、
沼
津
小
学
校
や
集
成
舎
変
則
科
に
学
ん
だ
。

平
井
と
江
原
は
姻
戚
関
係
に
も
あ
っ
た
。
平
井
の
実
父

青
柳
孝
徳
の
姉
妹
で
あ
る
鏡
子
は
、
江
原
夫
人
縫
子
の
叔

父
和
多
田
一
夢
に
嫁
い
で
い
た
。
す
な
わ
ち
平
井
と
江
原

は
義
理
の
従
兄
弟
と
も
い
う
べ
き
間
柄
だ
っ
た
（「
姻
戚
関

係
に
み
る
沼
津
兵
学
校
の
人
物
」『
通
信
』第
二
三
号
、「
叔

父
和
多
田
一
夢
」『
通
信
』
第
五
五
号
）。
沼
津
で
学
ぶ
よ

う
に
平
井
を
誘
っ
た
の
は
、
和
多
田
だ
っ
た
。
幼
く
し
て

父
を
亡
く
し
た
平
井
は
、
薫
陶
を
受
け
た
江
原
を
父
の
よ

う
に
慕
っ
た
と
い
う
（「
江
原
先
生
七
十
寿
序
」）。

ま
た
、
遠
州
横
須
賀
（
現
掛
川
市
）
に
移
住
し
静
岡
藩

横
須
賀
修
業
所
筆
学
二
等
教
授
を
つ
と
め
た
旧
禄
三
〇
〇

俵
の
元
旗
本
能
勢
頼
雍
（
又
十
郎
）
と
、
一
夢
の
娘
せ
い

の
間
に
生
ま
れ
た
三
枝
基
は
、
東
京
の
江
原
宅
に
住
み
込

み
、
麻
布
中
学
校
の
書
記
を
し
て
働
き
な
が
ら
勉
学
し
、

後
に
三
井
物
産
に
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
上
京
の
際

に
は
母
の
「
従
兄
に
当
る
平
井
参
氏
」
に
厄
介
に
な
っ
た

と
述
べ
て
い
る
（『
聖
女
羽
山
荊
子
』）。

天
保
期
に
畳
方
手
代
世
話
役
を
つ
と
め
た
「
青
柳
大
次

郎
」
が
平
井
の
祖
父
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
実
家
青

柳
家
は
、
書
院
番
を
つ
と
め
た
三
〇
〇
俵
の
旗
本
青
柳
家

か
ら
分
家
し
た
人
だ
っ
た
ら
し
い
（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
一
八
）。

平
井
は
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
明
治
大
学
予
科

教
授
と
な
り
、
麻
布
中
学
校
を
転
出
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
教
員
集
合
写
真
に
写
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
後
も
講
師
を
つ
と
め
た
の
で

あ
ろ
う
。『
春
風
一
夢
』、『
立
憲
改
進
党
列
伝
』、『
小
学
修

身
鑑
』、『
ス
ヰ
ン
ト
ン
氏
第
四
リ
ー
ダ
ー
直
訳
講
義
』、『
支

那
文
学
全
書
第
拾
八
編
　
戦
国
策
』、『
正
則
ス
ヰ
ン
ト
ン

氏
第
三
リ
ー
ド
ル
独
案
内
』、『
新
撰
中
学
漢
文
』、『
新
式

初
学
作
詩
法
』、『
漢
文
講
読
』、『
逐
鹿
詩
鈔
』、『
廻
瀾
集
』、

『
鶴
寿
集
』、『
韓
非
子
鈔
』、『
論
孟
鈔
』
等
々
、
明
治
期
か

ら
昭
和
十
年
代
に
至
る
ま
で
、
漢
学
・
漢
文
関
係
を
中
心

と
し
た
著
作
も
多
い
。

江
原
が
亡
く
な
っ
た
際
に
は
、
漢
文
に
よ
る
墓
誌
の
撰

者
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
銅
板
に
彫
ら
れ
遺
骸
の
上
に

置
か
れ
た
。
ま
た
、
追
悼
の
た
め
の
漢
詩
に
は
、「
親
炙
先

生
五
十
年
」
と
記
し
て
お
り
、
ま
さ
に
沼
津
小
学
校
時
代

か
ら
の
長
い
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
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沼
津
兵
学
校
の
教
授
陣
に
、
幕
府
の
洋
学
研
究
機
関
で

あ
っ
た
開
成
所
、
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
の
た
め
の
横
浜
語
学

所
、
陸
軍
・
海
軍
の
教
育
機
関
（
講
武
所
・
陸
軍
所
・
長

崎
海
軍
伝
習
所
・
海
軍
所
な
ど
）
の
出
身
者
が
多
く
集
め

ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
よ
く
語
ら
れ
て
き
た
。
付

け
加
え
る
な
ら
ば
、
も
う
一
つ
の
人
材
供
給
源
と
し
て
、

幕
府
の
外
国
方
が
あ
っ
た
こ
と
も
強
調
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
掲
げ
た
表
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
開
港
地
と
な
っ
た
長
崎
・
下
田
・

神
奈
川
・
箱
館
と
い
っ
た
遠
国
奉
行
と
そ
の
配
下
た
ち
も
、

外
交
事
務
の
一
端
を
担
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
外
国
方

と
同
様
の
意
味
を
有
し
た
の
で
、
表
に
含
め
た
。

そ
の
よ
う
な
組
織
に
属
し
た
者
た
ち
の
中
に
は
、
外
国

語
を
習
得
し
通
訳
・
翻
訳
を
専
門
と
し
た
人
材
が
い
た
ほ

か
、
単
な
る
事
務
官
で
あ
っ
て
も
外
国
相
手
の
仕
事
を
す

る
こ
と
で
視
野
を
広
げ
、
開
明
的
な
考
え
を
身
に
付
け
た

者
も
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

一
方
、
沼
津
兵
学
校
の
姉
妹
校
た
る
静
岡
学
問
所
の
教

授
陣
に
も
、
向
山
黄
村
・
江
連
尭
則
と
い
っ
た
外
国
奉
行

経
験
者
、
河
田
煕
・
三
田
葆
光
・
杉
浦
譲
・
河
田
羆
・
小

田
切
綱
一
郎
・
名
村
元
度
と
い
っ
た
外
国
方
の
属
僚
出
身

江
原
素
六
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そ
の
周
辺 

73
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シ
リ
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校
と
そ
の
人
材 

113

沼
津
兵
学
校
の
人
材
供
給
源
と
な
っ
た

幕
府
外
国
方



乙骨絅二の神奈川奉行支配定番役並出役辞令
当館蔵

絅二（後の上田亘）は、沼津兵学校二等教授に
なった乙骨太郎乙の弟で、後に外国奉行支配定
役元〆などをつとめた上田畯の養子になった。神
奈川奉行支配定番役は、外国人の警護隊。

外国事務
当館蔵

明治元年（1868）11月刊。
福地源一郎（桜痴）訳・辻新次（理之介）校・柳河春三（春蔭）序により、ロシア外務
省の組織・制度を解説したもの。松荘館蔵版・「駿藩森川氏蔵梓印辞」とあり、外国奉行
並や開成所奉行並をつとめた森川義利（荘次郎、明治16年12月９日没）が板元となった。
福地は外国方、辻・柳河は開成所で仕事をした洋学者たちであり、旧幕府の外交分野で
の知見を書籍の形にして、次代へ引き継ごうとしたことがわかる。

者
が
い
た
。
さ
ら
に
教
育
機
関
以
外
の
部
門
で
も
、
静
岡

藩
に
は
、
浅
野
氏
祐
・
平
岡
準
・
酒
井
忠
進
と
い
っ
た
外

国
奉
行
（
並
）
の
経
験
者
、
織
田
信
重
・
杉
浦
梅
潭
・
依

田
盛
克
と
い
っ
た
箱
館
・
神
奈
川
奉
行
の
経
験
者
、
西
成

度
・
淵
辺
徳
蔵
・
前
島
密
・
宮
田
正
之
・
福
田
重
固
ら
外

国
方
・
遠
国
奉
行
の
属
僚
経
験
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

中
泉
奉
行
と
し
て
の
前
島
の
施
策
に
み
る
ご
と
く
、
外
国

事
情
に
通
じ
た
彼
ら
の
存
在
が
、
文
教
面
の
み
な
ら
ず
行

政
面
に
も
清
新
さ
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
一
面
が
あ
っ
た
。

外
国
方
の
通
弁
出
身
の
西
成
度
が
権
少
参
事
・
刑
法
掛
と

い
っ
た
行
政
職
に
就
い
た
点
も
同
様
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

沼
津
兵
学
校
に
お
い
て
は
、
西
周
以
下
の
洋
学
者
た
ち
の

理
解
者
と
し
て
、
そ
の
主
導
性
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
役

割
を
は
た
し
た
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
文
官
や
研
究
職
と
は
違
う
が
、
外
国
御
用
出

役
・
神
奈
川
奉
行
支
配
定
番
役
・
別
手
組
な
ど
外
国
人
警

護
を
担
当
し
た
一
群
は
、
剣
術
や
砲
術
を
得
意
と
し
た
武

官
で
あ
り
、
軍
学
校
と
し
て
の
沼
津
兵
学
校
に
は
採
用
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
者
た
ち
だ
っ
た
と
い
え
る
。
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幕府外国方に所属した前歴を持つ沼津兵学校関係人物

外交業務を担った遠国奉行に属した前歴を持つ沼津兵学校関係人物

各種文献より作成

氏　　名 外国方時代 沼津兵学校時代
江原素六 外国奉行支配手附？　外国御用出役？ 少参事・軍事掛
桑原文三 外国奉行支配定役元〆 軍事俗務方頭取
須藤時一郎 外国奉行支配調役並 軍事掛附属
田辺太一 外国奉行支配組頭 一等教授方
乙骨太郎乙 外国奉行支配調役 二等教授方
横山半造（半左衛門） 外国御用出役、同頭取、別手組頭取取締 二等教授方
高島茂徳（四郎兵衛） 外国奉行支配通弁出役 三等教授方
薗鑑（鑑三郎） 外国奉行支配同心格翻訳御用 三等教授方
杉浦赤城（清介） 外国奉行支配定役元〆 三等教授並
柏原淳平 外国奉行手附横文字認方出役 火工方
本多忠直（幸七郎） 外国御用出役、別手組頭取 体操教授
杉田玄端 外国奉行支配翻訳御用頭取 沼津病院頭取

氏　　名 旧幕時代 沼津兵学校時代
服部常純（綾雄） 長崎奉行 権大参事・軍事掛
井上清相（周二） 長崎奉行手附書方出役、同支配定役、同

支配定役元〆、同支配調役並出役、同支
配調役並

書記方

中村六三郎 長崎奉行支配同心・大砲方 測量方
渡部温（一郎） 下田奉行支配書物助 一等教授方
北脇豊寛（弥七郎） 下田奉行支配調役下役、神奈川奉行支配

定役
軍事俗務方頭取

金子宗敬（龍太夫・龍
太郎）

神奈川奉行支配同心仮御抱、同支配定番
役、同支配定番取締役、同支配定役

軍事俗務方頭取介

高藤三郎（藤之進） 神奈川奉行支配調役 軍事俗務方頭取
並木元節（桃之丞） 神奈川奉行支配同心御雇 調馬方
小野田東市 神奈川奉行支配定役並、同支配定役・武

術教授方、同支配定番取締役、同支配定
番役頭取

附属小学校剣術教授方手伝

吹田鯛六 神奈川奉行支配手附銃隊教師 第４期資業生
伊庭真（惣輔） 神奈川奉行支配定番役出役、別手組出役 第４期資業生
川口嘉（覚蔵） 箱館奉行手附出役 軍事俗務方頭取
増井以孝（市蔵） 箱館奉行支配定役出役 軍事俗務方頭取介
外川一貫（作蔵） 箱館奉行支配同心 軍事俗務方
前田文太郎 箱館奉行支配定役 軍事俗務方
伴鉄太郎 箱館奉行手附出役、同支配調役並 一等教授方
陶山儀三郎 箱館奉行手附出役 附属小学校剣術教授方手伝
永井玄栄 箱館奉行所御雇医師 沼津病院三等医師並
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通巻159号に誤りがございました。
お詫びして、下記のとおり訂正させていただきます。

　該当箇所：表紙　「上野黒門除幕式の写真」　解説２行目

　【誤】　遊撃隊・元岡崎藩主藩士の小柳津要人か。
　　　　　　　　　　↓
　【正】　遊撃隊・元岡崎藩士の小柳津要人か。

　博物館の仕事の一つに、教育普及活動があります。その内容は、講座やイベントの開催など様々です。その中

で、当館では近隣の小・中学校と連携しての郷土学習や、博物館の仕事に関する学習を支援しています。今年度

（12月まで）に当館を利用した小・中学校を紹介します。

江原素六学習

６月６日（木）　沢田小学校４年生

９月26日（木）　金岡小学校４年生

10月９日（水）　門池小学校４年生

10月23日（水）　開北小学校４年生

中学生の職業体験 11月１日（金）　第五中学校２年生

▼開北小学校４年生からお礼のお手紙

▼門池小学校４年生からお礼のお手紙▼

ぼくは、見学で江原素六さんのお仕事がよく

分かりました。一番勉強になったのは政治

です。今回の見学でいっぱい学びました。

見学のときは、分かりやすくせつ明

してくださり、ありがとうございま

した！江原素六さんのことを家族に

教えたくなりました。

明治しりょうかんを見学させていただ

き、ありがとうございました。江原素六さ

んのことを、じゅぎょうよりも、もっと知

ることができました。また来たいです！

江原素六先生へのきょうみが深まりま

した。素六先生は、地域の人からそんけ

いされていて、すごいとおもいました。

そろくん

お詫びと訂正

今年度も多くの小・中学生が当館を利用してくれました！


